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今
回
は
、広
報
く
わ
な
3
月
号
で
掲
載

し
た
桑
名
市
出
身
で
、現
在
は
台
湾
で
現

地
法
人
社
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
馬
岡
さ
ん
に「
台
湾
の
食
や
街
以
外
の

視
点
と
し
て
自
然
の
魅
力
」を
テ
ー
マ
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

面
積
は
九
州
よ
り
小
さ
い
島
国
で
も
、

富
士
山
よ
り
高
い
山（
玉
山
）が
あ
っ
た

り
、ま
た
沖
縄
よ
り
南
に
位
置
す
る
こ
と

で
深
い
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
が
広
が
っ

て
い
る
と
話
す
馬
岡
さ
ん
。さ
ら
に
南
部

の
夜
空
に
は
、南
十
字
星
が
見
え
る
な
ど
、

日
本
人
に
と
っ
て
は「
感
動
」、「
驚
き
」の

美
し
い
大
自
然
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。「
山
」の
代
表
の
玉
山
は
、以
前

〝
新
高
山
〟
と
も
呼
ば
れ
た
場
所
で
、標

高
3
9
5
4
m
と
ほ
ぼ
4
0
0
0
m
級

の
山
で
す
。馬
岡
さ
ん
も
一
度
だ
け
登
頂

経
験
が
あ
る
そ
う
で
、「
高
さ
だ
け
で
な
く
、

山
麓
の
バ
ナ
ナ
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ
畑
か
ら

高
度
に
従
っ
て
次
々
と
植
物
風
景
が
変

化
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
も
魅
力
の
一
つ
」と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
海
」が
好
き
な
人
に
は
澎
湖
諸
島
や
小

琉
球
、蘭
嶼
島
な
ど
の
離
島
も
お
薦
め
で

す
。当
然
、青
い
海
の
下
に
は
多
様
な
珊

瑚
礁
や
熱
帯
魚
の
世
界
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。ま
た「
空
」へ
の
関
心
が
高
い
人
に

は
、「
空
気
の
澄
ん
だ
場
所
で
夜
空
を
待

つ
こ
と
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
」と
の
こ

と
。条
件
が
揃
え
ば
、天
の
川
や
、日
本
で

は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
星
座
も
は
っ

き
り
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、予
想
以
上
の

天
体
シ
ョ
ー
に
感
激
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。「
大
自
然
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
台
湾
体
験

に
も
、ぜ
ひ
お
越

し
下
さ
い
」と
話

し
て
く
れ
ま
し

た
。

珊瑚礁の島、小琉球の海岸
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。
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将
来
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち

が
心
身
と
も
に
健
全
で
情
緒
豊

か
に
育
つ
よ
う
、郷
土
の
文
化

や
歴
史
に
ふ
れ
る
機
会
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
開
館
。保
育
所
、

図
書
館
、ふ
れ
あ
い
学
習
館
な

ど
が
併
設
さ
れ
て
い
る
複
合
施

設
で
す
。

「
な
が
し
ま
遊
館
」

オ
ー
プ
ン

桑
名
市
の
20
年
の
歩
み

20
年
の
間
に
起
こ
っ
た
市
内
ニ
ュ
ー

ス
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

2004
年

2006
年

2007
年

12
月
6
日
に
、
旧

桑
名
市
・
長
島
町
・
多

度
町
が
合
併
し
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
口

13
万
４
８
５
６
人
、

面
積
１
３
６
・
６
１

キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル

の
新
桑
名
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。

新
桑
名
市
誕
生

現
在
の
柿
安
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
方

針
と
し
て
、誰
も
が
使

い
や
す
い
施
設
へ
と
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

市
民
会
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン

23
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新
桑
名
市
誕
生
10
周
年
の
節
目
に
は
、記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桑
名
吹
奏
楽
団
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、石
取
祭

囃ば
や
し子
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。市
の
ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
本
物
力

こ
そ
、桑
名
力
。」の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

2013
年

2014
年

2016
年

2018
年

2020
年

2022
年

新
桑
名
市
誕
生
10
周
年

講
座
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
事

業
な
ど
に
利
用
で
き
る
生
涯

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
と
、子
育

て
親
子
の
相
談
や
地
域
の
子

ど
も
の
憩
い
と
交
流
の
場
と
し

て
利
用
で
き
る
子
ど
も
・
子
育

て
応
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
複

合
施
設
で
す
。

桑
名
市
陽
だ
ま
り
の
丘
複
合
施
設「
ぽ
か
ぽ
か
」オ
ー
プ
ン

毎
年
８
月
に
行
わ
れ
、「
日
本
一

や
か
ま
し
い
祭
り
」と
知
ら
れ
る
石

取
祭
。４
０
０
年
以
上
続
く
御
神
事

で
あ
り
、保
存
会
の
人
た
ち
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
人
の
尽
力
に
よ
っ

て
そ
の
文
化
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

桑
名
石
取
祭
の
祭
車
行
事
が

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
代
表
一
覧
に
記
載

桑
名
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
デ

ザ
イ
ン
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
。

橋
上
駅
舎
と
東
西
を
結
ぶ
自
由
通

路
を
整
備
し
、J
R
、近
鉄
、養
老
鉄

道
を
俯ふ
か
ん瞰
で
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

た
ほ
か
、駅
の
東
西
往
来
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

「
桑
名
駅
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

G
７
各
国
を
代
表
す
る

15
～
18
歳
の
若
者
が
集
ま
り
、

「
次
世
代
に
つ
な
ぐ
地
球
～

環
境
と
持
続
可
能
な
社
会
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
議

論
。
開
会
式
を
皮
切
り
に
7

日
間
、市
内
の
視
察
や
交
流

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ミ
ッ
ト

in
三
重
」開
催

3
つ
の
病
院
を
統
合
し
、地

域
医
療
の
拠
点
病
院
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
開
院
。三

重
県
北
部
で
は
初
と
な
る
、核
医

学
診
断
装
置
や
が
ん
の
放
射
線

治
療
装
置
を
導
入
し
、M
R
I

や
X
線
C
T
は
最
高
ク
ラ
ス
の

機
種
を
設
置
し
ま
し
た
。

新
病
院「
桑
名
市
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
」開
院

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一
緒
に
過
ご
す

多
世
代
交
流
・
多
機
能
型
の
福
祉
施
設
が
オ
ー

プ
ン
。地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
と
な
る
公

園
や
店
舗
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
桑
名
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」オ
ー
プ
ン

2024
年

20
周
年
記
念
ポ
ス
タ
ー
を
、「
桑
名
オ
ー
プ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
構
想
」に
基
づ
き
連
携
協
定
を
締
結
し
た
名
古
屋
造
形
大
学
の
学
生
が

デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
に
四
季
を
取
り
入
れ
、一
年
中
魅
力
が
あ
る
桑
名
を
表
現
し
た
そ
う
で
す
。

ポ
ス
タ
ー
は
、市
内
の
各
公
共
施
設
な
ど
に
掲
示
し
ま
す
。

20
周
年
ポ
ス
タ
ー
完
成

45
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20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

記念式典の後は各店舗で
販売予定です。

帰省土産や友人への手土産として、
ぜひ「くわな」を贈ってください！

新
桑
名
市
誕
生
20
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
す
。テ
ー
マ
は「
み
ん
な
の

『
夢
』が
桑
名
の
未
来
を
つ
く
る
」。
桑

名
吹
奏
楽
団
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演

奏
や
20
周
年
の
振
り
返
り
と
こ
れ
か

ら
の
桑
名
の
映
像
放
映
を
行
い
ま
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
伊
勢
大
神
楽
に
よ
る

演
舞
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。生
配
信

も
実
施
予
定
で
す
。（
一
般
参
加
者
の

募
集
は
終
了
し
て
い
ま
す
）

記
念
式
典
を
開
催

と
き
12
月
6
日
㈮
　
10
～
12
時
ご
ろ

場
所
柿
安
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

	

大
ホ
ー
ル

生配信はこちら

記
念
式
典
の
参
加
者
に
配
布
予
定
の
和

菓
子
が
桑
名
市
菓
子
業
組
合
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
製
作
さ
れ
ま
し
た
。名
前
は「
く
わ
な
」。

新
た
な
銘
菓
と
し
て
広
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。バ
タ
ー
が
隠
し
味

の
焼
菓
子
で
す
が
、中
に
こ
し
あ
ん
が
た
っ

ぷ
り
詰
ま
っ
て
お
り
、ふ
ん
わ
り
、も
っ
ち

り
の
新
食
感
が
魅
力
の
和
菓
子
で
す
。

20
周
年
記
念
和
菓
子

「
く
わ
な
」誕
生

まずは「何度も配合を変
えて試作した」という生
地づくりから。小麦粉、砂
糖、蜂蜜や、ふんわりもっ
ちり食感を生み出す「企
業秘密の粉」を混ぜます。

こしあんを丸めたあんこ
玉を、一晩寝かせた生地
で包みます。その手際の
良さにびっくり！みんな
で包めばあっという間に
できました。

オーブンで20分ほど焼き
ます。約1.5倍に膨らむの
で、間隔を空けないとくっ
ついてしまうそう。だん
だんいい匂いがしてきま
した…。

記念和菓子ができるまで

生地を作る

あんこを包む

オーブンで焼く

和菓子作りに参加した桑名市菓子業組合の皆さ
ん。5月ごろから何度も話し合いを重ね、これまで
にない味をめざしました。

桑名市菓子業組合
組合長　相馬 泰夫さん

販売場所などの詳細は、
桑名市菓子業組合
Instagramにて

新
桑
名
市
誕
生
20
周
年
を
記
念

し
て
、10
月
20
日
に
桑
名
時
代
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
大
河

ド
ラ
マ「
真
田
丸
」で
本
多
忠
勝
を

演
じ
た
藤
岡
弘
、さ
ん
と
天て
ん
し
ょ
う
あ
い

翔
愛
さ

ん
、藤
岡
真ま

い

と
威
人
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、本
多
忠
勝
や
武
士
道
へ
の
思
い

な
ど
、藤
岡
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
柿
安
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
行
わ
れ

た
忠
勝
・
千
姫
時
代
行
列
で
は
、総

勢
100
人
の
参
加
者
が
、本
多
忠
勝
が

造
っ
た
町
割
り
を
め
ぐ
り
ま
し
た
。

桑
名
時
代
ま
つ
り

出
陣
式

一般公募で集まった人たちを含め、総
勢100人の参加者が甲

かっちゅう

冑や着物姿で
集まる様子は圧巻です。

柿安シティホールからくわな寺町通
り商店街・春日神社を経由して柿安コ
ミュニティパークまでめぐりました。

時代行列の途中では、くわな寺町通り
商店街で千姫と忠刻を題材にした「千
姫物語」の寸劇が披露されました。

未
来
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ

未来の桑名はどうなっているだろうか、
もっと住みやすい街になっているだろ
うか、桑名駅周辺にいろいろな種類の
お店が増え、さらに自然と調和した街
になってほしいなと思っています。桑
名市のさらなる発展に期待しています。

私は、未来の桑名が一人一人にとっ
ての居場所、または帰る場所であっ
てほしいです。桑名に住み続ける人
もそうでない人も「自分の居場所は
ここだ、ここなら安心して帰ってくる
ことができる」と心の底から思える
場所になってほしいです。

未来の桑名に望むことは今の桑名がずっ
と続くことです。発展し栄えることはもち
ろん良いことですが、それ以上に今の長閑
で人の暖かさが何十年後も残り続けるこ
とを望みます。いつ戻ってきても懐かしさ
と居心地の良さを感じる街になってほしい
です。

20歳という新たなスタート地点に
立ちました。今後桑名市を出て活
躍する人が増えていくと思います。
そんな人たちを、いつでも温かく
迎え入れてくれる故郷であってほ
しい、頑張れると感じられる街で
あってほしいと願っています。

森
もりやま

山 菜
なつき

月さん

川
かわつら

面 拓
たくみ

己さん
金
かねだ

田 紘
こうや

弥さん

伊
いとう

藤 琉
りゅう

宇さん
伊
いとう

藤 千
ちづる

鶴さん

「
令
和
7
年
桑
名
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
、メ
ッ

セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今桑名市の子どもの人口が、年々減
少傾向にあるように感じます。これか
らの子達が安心安全で、より暮らしや
すい街を作って欲しいです。そして、そ
の子達が大人になった時に桑名市で
暮らしていることが、誇れるようになっ
てほしいと思います。
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